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田村拡己（スクールリーダーシップ開発専攻） 
初めの一歩は自分への尊敬から 
 
１．教育を考える一言 
「自分はたいしたことがない人間だなんて思ってはならない。それは、自分の行動や考
え方をがんじがらめに縛ってしまうようなことだからだ。そうではなく、最初に自分を尊
敬することから始めよう。まだ何もしていない自分を、まだ実績のない自分を、人間とし
て尊敬するんだ。自分を尊敬すれば、悪いことなんてできなくなる。人間として軽蔑され
るような行為をしなくなるものだ」 
Friedrich Wilhelm Nietzsche「Der Wille zur Macht」より （p.1） 
 
２．背景 
コンビニで買った一冊の本からです。Friedrich Wilhelm Nietzsche（1844-1900）の著
作をわかりやすく、ざっくりと解釈した本です。「自分への尊敬」からなんとなくイメージ
するのはまず自尊感情だとか自己効力感で、人が前向きな生活を送るには大切な要素だと
思います。ただ、そういったものは経験や観察などに由来する部分もあり、なんだか無茶
な気もするのです。しかし、シンプルかつ大胆な言葉が印象に残り、たまに思い出しては
自分を鼓舞する言葉として位置付けています。 
 
３．考察 
なぜこの言葉が印象に残ったのか。それは自分に自信がないから、劣等感が強いからで
す。多くの人もまたそうであるように思います。教育と聞いてまずイメージする場所は学
校でしょう。学校は社会の縮図であり、色々な人と出会います。自分より優れている人、
自分より劣っている人、考えないようにしてもどうしても気になってしまいます。そのな
かでだんだん自分が「からっぽ」であるような気がするときがありました。「からっぽで駄
目な自分」は行動や考え方で他の人より常に劣っているような気がするし、常に無力さを
感じてしまいます。思い返すとなんだか損な学校生活を送ってきたような気がします。教
育現場においてこういったタイプの子どもは自分だけではないと思います。 
もし私が教師になったら、子どもたちにはまず自分で自分を尊敬して欲しいと願います。
「真の教育者は解放する」（p.186）ものだと私も思うのです。自分の力で前向きに生きて
いけるように、子どもの足かせを外していける教育者になるのが目標です。 
なかなか実現は難しいかもしれません。教育は「育」の字が入っているからこそ難しさ
を感じさせます。ただ、「愛は雨のように降る」（p.155）という言葉のように、学級、学
校がでこぼこな大地であっても、相手の受け取り方に差はあっても雨のように平等に愛情
を注いでいきたい。そんなある種の幻想は抱き続けてみたいです。 
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